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1．研究の 目的と方法

（1）研究 目的

1990 年代以降の 日本の 不安定な社会経済状

況を背景にして 、「心」に対する人 々 の 関心は 高

まっ て い っ た 。 学校現場へ のカウンセリングの導

入 、い じめや虐待 、犯罪事件や災害等の 被害

者・関係者へ の 「心 の ケア」、うっ 病へ の メンタル

クリニ ッ クを初 めとして、心理ゲームや多重人格

や異常心理 へ の 関心の ような 「サブカル 」的なも

の に至るまで、心へ の 関心の高まりは 1990年代

日本の 重大な社会現象であっ た 。

　しか し 、
「心」は 、 単なる関心 対象であるにとど

まらず、社会の 構成原理 へ と往 々 にして転化す

る。 たとえば 、
い じめや不登校、少年非行をカウ

ン セリングによっ て解決して い こうとする傾向は 、

逸脱行動が個 々 人の 心か ら発生 する想定を前

提するもの ことであっ た。 そ して 、 心 へ の 過剰な

注 目は、学校制度やシ ス テ ム 自体の 矛盾から 目

をそらすとい う機能を果たすことにもなっ て い る。

個 々 人の 心 が社会現象の 構成原理となることで 、

「枇会 」とい う審級 が見失われて い くことになっ て

い るので はない か 。

　こうした社会現象 は 、 （著者 により表現 は違う

が）「心理主義化」などとして 、 個人化、医療化、

自己 の 変貌、感情労働と「心 」の 商品 化、教育と

労働市場との 関係および 労働市場の構造変化、

新保守主義 、 サブカル チャ
ーなど、 政治

・経済
・

人 間関係・教育・文化とい っ た領域との 関連で

論じられて きた。しか し、「心理 主義化 1の 定義は

これまで 十分 になされて はこなか っ た。これは 、

「心 理主義化」の 核心 はどの ようなもの であるの

か 、誰が どれだけどの ような点で変化して い るの

か に つ い て 、 社会批評的な推測 にとどまっ て い

たことが大きい
。

　われわれは、これまで実証的な把握 が十分だ

っ たとはい えない この 現象につ い て、中学生を

対象とした質問紙調査を実施することで 、「心 理

主義化」の ありようを見定めた い と考え、次項の

ような質問紙調査を実施した 。

（2）研究方法

○対象… 中学2年生 。 中学生を調 査対象とした

　の は 、第
一

に、1990年代に生まれた世代であ

　り、「心理 主義化」を自明のもの として生まれ

　育っ て い るゆえにその 特徴が他の 世代よりも

　顕著に見られることが期待できること、 第二 に

　「心理主義化」がすで に固定的な意識 ・行動

　パ タンとなっ て い ない段階 と考えられること、

　第三 に思春期の 問題 に直面しており、「心理

　主義的亅な意識 ・行動との 対峙 を迫られる可

　能性 の 高い発 達段 階に現在あると考えられる

　こ と、の 三点である 。

○地域 … 大都市地域と非都市地域が存在して

　い るP県。 産業集積率 の 高い 地域で あり、首

　都圏などへ の進 学を考えなくても地元で就職

　できる可能性は高 い。それゆえ、地元指向は

　きわめて高く、下 に挙 げる「心理主義化」の特

　徴が増幅されて い る可能性がある。

○サ ン プル とそ の 抽 出… 地域的な特徴を考慮

　して 、 大都市地域 と中都市地域、町村からそ

　れぞれサン プ ル を抽出．また、学校文化も考

　慮して公 立と私立か らサンプル を抽出した 。 8

　有効回答数 1094票 （回 収率 95％）。

○ 調査方法… 集合 自記式 。

○調査時期… 2006年12月 〜 2007年 1月 。

○調査項目

　・学校で の勉 強・部 活動 、進路希望、塾通学

　・新聞、読書、インタ
ー
ネッ ト
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　 ・ 友入 ・親との 関係 、 携帯電話の 使用

　・「心理主義的」な意識

　・心理学的な知識

　
・悩みと相談相手

　 ・将来の 希望

　 ・人 間関係へ の 不安

　・本人の 身体的心理的状態

　・親の 教育態度

○倫理 的配慮

　 個人 が特定されない ような質問紙調査で ある

　の はもちろん の ことだが、回収 の 際に回答が

　おもて面に現れない ような配慮をした。また、

　リス トカ ッ トに関する項 目は削除または任意 の

　回答 にした。母 親が い ない 生徒 に対して 、質

　問文を工 夫するなどの 配慮をした 。 全体を通

　じ、調査対象校の 責任者に対して、口頭で調

査の 目的とそ の利用に っ い て説明し、 了解を

　得た 。 また 、 生徒に 対して過度の 心理 的な負

　担を与 えない よう、年間ス ケジュ
ール の なかで

　無理なく実施できるよう配慮して 実施した。

2．心理主義的意識

　本節では、中学生にみられる心理主義的な

意識と関心のあり方を概観し、それらがどの よう

な状態で 存在し、 どの ような要因と関連して い る

か を述べ て い きた い
。

【豪 1】 「心理主義的」項 目の 因子 分 析

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （主因子 法・ヴァリマ ックス回転 ）

コ 　　 　 未
ン　　 　知　 　 　自　 　　空
ト　 　 へ　 　 　己　 　 慈
口　　 　 の　 　 　責　　 　没
1　　 態　　　任　　 入
ル 　　 　度

いまの 社会に つ い て 関心がある

「自分 たちの 力で社会 を変 えられ る」

日本 とい う国に愛着 を感じる

「学 校にカウンセ ラ
ー

（心 の 相談 員 ）

がい ると、い ろい ろな悩み が解決でき

る」

脳 を鍛え るトレーニ ングをすれ ば 、学

校の勉強がよくわ かるようにな る

嫌 なことがあ っ て も、カッ とな らない

で、気持ちをおさえることができる
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「性格ぱ血 液型によっ て 決まる」
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−079　　 720　　 166　 　、028

「子どもが不登校になる原因は子 ども

自身の心 の弱 さにある」

「フリ
ー

タ
ー

になる人は根 気
・
やる気

のない 人である」

「勉強すれ ば将来は 盛 かな 生 活がで

きる」

一．031　 −164　　 757　　．B2

087　　 204　　，695　　−，126

，397　　 194　　．417　　−，001

マ ンガやアニ メの登場人物になりきっ

て、さまざまな空 想をず ることがある

、046　 　 030　 　 045　 　 9至6

（1）心理主義的意識の 諸相

「心理主義 化」にかかわると思われる 12の 項 目

を設定し、それに対して 5 件法 （とても／やや／

どちらともい えない ／あまり／まっ たく）で 回答を

得た 。
これ に因子 分析を施した結果が表 1であ

る。4つ の 因子が抽 出されたが 、 項目と因子 の 関

係から判断し、それぞれ 「コ ン トロ
ール 」「未知 の

もの へ の 態度」「自己責任」「空想没入」と名 づ け

た。特に第
一

因子 は、自己と社 会に対する制御

が共鳴関係 にあるこ とを示 して い る。
「心理 主義

化」の 現象が これで尽 くされて い るとは い えない

し、項 目が変われば因子構造も変化すると考 え

られるが、ここで は特 に複数 項 目で 因子負荷量

が 大きい 「コ ン トロ ール 」「未知 の もの へ の 態度」

「自己責任」を、「心理 主義化」の 実質により近 い

構成要素として考えることにする。

（2）心理 主義的意識の 規定要因

　調査 にあたっ て独立変数として想定した項目

は以下の ようなもの である。

　 de．学校差 （公立／私立、所在地）

　 al，地域差 （大都市・中都市・町村）

　さらに、これ らを融合させ て

　 a．（擬似
一
）階層差（三 分類）

　とい う変数も作成した。 他には

　 b．ジ ェ ンダー

　 c ．学力 （勉強の 理解度 の 自己評定）

　 d．悩み

　 e．メディア （携帯電話 ・パ ソコ ン ）接触

　 f 親の 教育態度

とい う変数を用 い て分析を行 っ た。ここで はt検

定の 結果を表2に掲 げておく。
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【表2】 「心理主義的」項 目の グル
ープ聞比較

　　 　 　 　 （t検定1
＃

p〈 ．OOI；
拳

p＜ ．005で それぞれ有意 ）

地　 　 階
域　 　 層
＝ 　　　　　　：＝一 一
分　 　 　分
類　 　 類
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日本 とい う国に 愛着を感じる
＊＊　 　 　　＊ ＊

「学校に カウン セラー（心の 相談員）がい ると、い ろい ろ
＊　　 　 　 ＊ ＊

な悩みが解決できる」

脳 を鍛 えるトレーニ ンゲ をす れば、学校の勉強がよく
＊

わ かるようになる

嫌 なことがあっても、カッ とならないで、気持ちをおさえ

ることができる

占いの結果を信じる
宰　 　 　 　 ＊

「性格は血液型に よっ て 決まる」
＊＊　 　 　 　 ＊

「子どもが不 登校になる原因 は子 ども自身の 心 の弱 さ

にある亅

「フリ
ー

タ
ー

になる人 は根気
・
や る気のない人である」

＊　　 　 　 ＊

「勉強すれば将来は豊かな生活ができるj

マ ン ガやアニ メの登場人 物にな りきっ て、さま ざまな空

想をすることがある

　ここか ら、「未知のもの へ の態度」の項 目群が

地域・階層の変数と強くかかわっ てい ることがわ

かる 。
「コ ントロ

ー
ル 1項 目でも有意な差を生じた

もの があるが
、 学力 （勉強の 理解度の 自己評 定）

の 変数 に対しては、

＊＊ い まの社会 につ い て 関心がある

　　「自分たちの 力で社会を変えられる」

　　「勉強すれば将来ぱ豊かな生活がで きるJ

　　嫌なこ とがあっ ても、カッ とならない で、気持ちを

　　　おさえることがで きる

となっ たことを考慮すると、心理主義化と学業達

成とがある程度相反するもの である可能性 があ

る。（他変数による分析につ い て は省略。）

3．友人関係

（1）問題

　本節で は、中学生の 友人 関係の 特徴と心理

主義化との 関わりを属性（性別 ・地域・学校）か ら

明らか にすることを目的として い る。

　これまで 、心理 主義化された社会の なかで 、

どの ような対人関係が形成されて い るの かに つ

い て は 、ビジネ ス の 領域を対 象に研究 がされて

きた （森 2000＞。 森によれば 、現代 の 対人 関係

は、い か に合理的に 、 効率よく、 自己 の 感情をコ

ン トロ
ー

ル するかが鍵 となる。たとえば、『困っ た

人との 付き合い 方』、 『EQ 』などの 自助 マ ニ ュ ア

ル 本が流行し 、 対人 関係をより円滑にするため

に心理 学的な知識 が多用 されて い る。森は 、近

年の こうした傾 向を批判 的にとらえ、「現代人の

自己 コ ン トロ
ー一ル 能力 が低下して い るようにみ え

るの は 、 その 能力 に対する期待の レ ベ ル が高ま

っ た結果 にすぎない （森 2002，22 頁）」と指摘し

て い る 。 そし て
、 対 入関係の 技法は、事後的で

はなく予 防的であることが 目指され て いる 。
「傷

つ けてしまっ た相 手にどの ように対応するか」で

はなく、「相手を傷つ けない ような接し方をする」

ことが求められる。こ の ように、心理主義化にお

ける対人関係のあり方は、高度な自己 コ ントロ
ー

ル が予防的に 求められ 、合理性や 効率性 が重

視されて い ることがわかる 。

　 しか しながら、
これ まで 心理主義化が どの よう

な人 々 にお い て浸透 ・進行しやす い の か につ い

ては あまり研究されてこなかっ た。子 ども（青年

期）性別 、 学歴 、 階層などの 視点 は、心 理学的

な知識 がどの ような人 々 に とっ て 親和 的で ある

か を明らか にするうえで 重要である 。
ホ ッ クシ ー

ル ド（訳 2000）によれ ば、感情管理 は、中流階級

の とりわけ女性にお い て顕著にみ られる。つ まり、

「こころ」の制度化は 、 特定の 人 々 にとっ て の み

効果的である可能性 がある。

　 そ こで本報 告で は 、中学生 の 対人 関係を「友

人 」との 関係性か ら検証することにした 。 平成 17

年 度文部科学省委託調 査 「地域の 教育力に 関

する実態調査 」で は 、土 日に過ごす相手が、小

学生（41．60／o）に比 べ て 高い 水準で 「学年や年の

同じ友 人」（8L3％）となっ て おり、 中学生 にお け

る対入関係の 特徴は、友人 関係 におい てみ い

だす こ とができると考えられた 。 中学生 は、どの

ような友人関係を築き、 そ の 関係性 をどの ように

とらえて い るの か に つ い て 検討した。

　 調査対象者である中学生は 「こ ころ 」の教育や

スクール カウン セ ラ
ー

の 導入 が盛 ん に行われて
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きた世代で あり、 心 理 学的なもの の 見方 や考え

方に親和的であると推測で きる。 しかし、 昨今で

は、カウン セラー
の 実用性に対して批判的な意

見が提出され始めて い る。心理主義化された社

会 で育 っ た彼らの 対人 関係 や考え方を把握す

ることは 、
「ここ ろ」に関する制度を再考するため

にも必 要である。

（2）結果

　本調査 からは 、 友人が多く、友人に相談をす

る中学生ほ ど悩み が少 ない ことが明 らかになっ

た 。 また 、 男子 よりも女子の 方が 友人関係に つ

い て不安 に感じることが多く、友人に気を使 っ て

い た 。 ただし、友人に相談をしない 女子は、友人

関係 に不 安を抱きっ つ も、 友人 に相談をして い

る女子 ほ ど気疲れすることは少なかっ た。 したが

っ て 、密な友人関係を形成して い る女子ほ ど高

度な自己コ ン トロ
ール が求 められて い ると推測で

きた 。 性別の 違 い による友人 関係の 特徴は、以

前か らみられる傾向で はあるが 、心 理主義化さ

れた社会におい て は 、 高度な自己 コ ン トロ ール

を期待されて い る女子 の 方 が心理学的な思考

や知識になじみやすい 。実際 、 女子の方が個人

還元主義的な考え方を持つ 傾 向がみ られた。

また、中学生の 友人 関係に つ い て 、 地域や 学

校別 に分析 を加 え、心理主義化との 関係性 に

つ い て考察した 。

4．悩みと相談先

（1）本節の 問題 関心

　本節で は 、 中学生の 悩 みとその 相談 先に つ

い て 様 々 な属性から検討する。

　これまで 中学生に関する 「悩み」の 問題 に つ

いて は、筆者 が管 見する限り、それほ ど積極的

に調査がおこなわれてきたわけで はない 。 子ど

もの 「悩み」に対 して （仮に些 細なもの であっ たと

しても）できるだけ早くその 要 因を解明し、大 問

題 に発展 する前に根絶・克服す べ きであるとす

る臨床 （医療化）の対象とな っ て い る昨今 、子 ど

もたち の 「悩み 」の 実態 はあまり解明されて い な

いように思われ る。

　心 理 主 義化 を早 くか ら批 判 して きた小 沢

（2002）に よれば 、 心理主義は生活世界全 体の

問題を「こころ」の 問題として切り離して考える傾

向にあり、その 心理主義化の 最たる形が臨床心

理 士 などの カウン セラーの 導入 と普及 であり、そ

こ で は新しい 人 間管理が はじまっ て い ると指摘

する。

　 これ は学校教 育 におい ても例外で は ない 。

「ス ク
ー

ル カウン セラー
」（以下 SC）とい う形で ／

と呼 ばれる「専門家」が学校 に入 り、 学校によ っ

て名称は異なれども、「こころの 相談室」などと呼

ばれるカ ウンセ リン グ・ル ームで 、 子どもたちの

「こころの悩み」を相談し、休み時間や放課後に

は子どもたちへ の 声かけなど、 日常的な場面で

の 相談活動を行うことが 期待され るようになっ

た。

　 この 背景には 、少年犯 罪、い じめ自殺 、 不 登

校 、 学級崩壊など様 々 な子 どもたちの 諸問題

（病理 ）をfここ ろ」の 問題 として捉 える傾 向が昨

今 とみ に強くなっ て い ることが挙 げられよう。 そう

した「こころの 問題」に対する処方として 、SC に

対する期待も高まりを見せ るようになっ た 。 そうし

た学校・子どもをめぐる諸動向を反映するかのよ

うに、SC に対する国の 補助予算額 は増大して い

くことになる。「スクール カウン セ ラ
ー

活用 事業補

助」は、導入初年度 の 1995（平成 7）年には配置

校 154校 （小・中・高校）、予算額 3億円で ス タ
ー

トした 。 以後、配置校や予算額ともに増額され 、

その 10年後の 2005（平成 17）年度には派遣校

10．000校、予算額も 422 億円まで に増大 して い

る。 わずか 10年間で配置校は 65 倍 に、予算額

も 14 倍 に増えたの である 。 文部省 （文科省）の

長い歴史におい ても、単独 の 事業がこれほど急

速に拡大し、予算の 増額が見られた例は過去 に

ない とい う。

（2）悩みの 有無

　本 調査 で は 中学生の 悩み の 有無に関 して 、

  「将来の 進路」、  「現在の 学校で の 成績」、

  「友達との 関係 1、  「先 生との 関係」、   「親

子 関係」の 5 項目に つ い て尋ね た。    は成績

や進 路 関連の 項 目として 、       は入 間関係

に関する項 目とし て 、それぞれ分類することが で

きるだろう。

　それぞれの 単純集計結果 （「悩み がある」と回
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答 した者 の 割合）は 、「現 在の 学校 の 成績」

（60．8％）、
「将来の進路亅（57．2％）、「友だちとの

関係 1（25，6％）、
「親子関係」（15．4％）、「先生と

の 関係 」（13．3°

／。 ）である。中学校 2 年生とい う段

階にあっ て は、友人 ・親 ・教師などの 人 間関係よ

りもむしろ 、 成績やそれ に関係して い る進 路 に

関する悩み を抱えて い るとい える。

（3）悩みの 相談相手

　さらに「悩み がある」と回答した場合に は、サ

ブ ・クエ スチョ ン として 、 その 相談相手につ い ても

質問項 目を設 けた 。 相談相手 として挙げた の は、

「誰 にも相談しない 」、
「親 」、「きょうだい 」、「先

生」、「友だち」、「カウン セラ
ー

」、「その他」の 7

項 目である。

　参考まで に 、
2006（平成 18）年 3月に実施され

た 「低年齢少年 の 生活 と意識 に関す る調査」に

よれば、困っ たことや悩み の相談先として 、カウ

ン セ ラー・相談員を挙 げた割合は L2％で しかな

い
。 もっ とも 10 年前の 平成 7 （1995年）年に同調

査を実施した 際に、利用率わずか α2％だ っ たこ

とを考えると、6 倍 にも増えて い るともい える。 確

か にこれまで の 研究におい ても、カウン セ ラーが

ほとん ど利用されて い ない ことが明らか になっ て

い る。

　本研究 にお い てもその 傾 向は変わらない 。下

表 は先の 質問で 「悩みがある」と回答したもの の

うち 、悩み の 相談先として回答した割合 （複数回

答）である。い ずれの 悩み に関しても、順位こそ

異なれども、「親」「友達∬相談せず」の が上位 3

項 目である。

鹽
ロ　 ・96

の
’

の 　　 　　 　　の

15B3

　　　　 4雪 429 390
せ

506
2 友　 　 相　せ

300 　 　 　　 　 316
相 　 せ

　 　 361
相談 せ

　 　 356
友達
286

3 相談 せず 　　 　 友達
　　 244　 　　 　 28

親
221

親
267

親
89

4 先生　　 　　先 生

118 　　　　 11
先 生

　75
その他
　 75

きょうだ い

　 　 　 89
5 きょうだい 　 　 その他

　 　 　 94　　　　　 7
きょうだい

　 　 　46
きようだい

　 　　 62
その

　 65
6 その 他　 きょうだい

　 42　　　　 63
カウンセラー
　 　 　　 39

先生

55
カウン セ ラ

ー
　 　 　 　 36

7 カ　ンセ ラーカ　ンセラ
ー

　 　 　 　 11　　　　　 12
その

　 29
カ　ン セラ

ー
　 　 　 　 48 24

1392　 　　 12821200 12531095

み 　
し

亅　 え 二 の の つ 、　 み の 　　　 　して 。　 し ；　　。

　将来の進 路に関する悩み に つ い て は、親が

相談先として最も上位に挙げられ て い るの に対

し 、 入 間関係 は親子関係を除い て は友人 に相

談する割合が最も高い
。 その

一方 、本研究が注

目してい る SC は、い ずれの種類の悩みに つ い

ても、利用率 は極めて低調である。また、学校 に

よる利用度の 差 がない ことか ら、 SC の存在の 認

知や利用には学校間の格差はほとん どない とい

える。

　この sc の 利用度の 低さは何を物語るのだろう

か。おそらくそれ は伊藤 （2005）が指摘するよう

に、カウン セリン グの 何たるか を理 解しな い まま

社会が勝手 に期待を寄せ てしまい 、カウン セラ

ー
たちは 的外れな形 で 時代 の 役割モ デル へ と

祀り上 げられてしまっ たことにあると考えられるだ

ろう。
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